
日吉台学区自治連合会

ようこそ日吉台へ！　日吉台学区では８つの自治会と、各自治会共通の問題を扱う自治連合会（以下「自治会」）が協力して種々の地域活動を行っています。　このパンフレットをお読み頂き、皆さんにも自治会にご入会頂ければ幸いです。
　自治会とは何をしているの？　入らなければいけないの？　
私たちがこの地域で快適に生活するためには、行政の手の届かない問題を自分たちで解決したり、行政に対応してもらうために地域の声を届ける活動が必要です。　毎年自治会では会員の意見を集約し、行政に対して公園や街路樹の除草剪定や道路の補修、標識の整備などを学区要望として提出しています。　また近年、特に注力している活動としては、

1. 幼児教育施設の維持拡充を求める活動
2. 災害時に対応する危機管理行動基準の策定と訓練、機材の整備
などがあります。　自治会入会は義務ではありませんし、支払った会費に応じたサービスを提供してくれる組織でもありませんが、住みよい街を作るために、ぜひ皆さんにご加入頂きたいと思っています。
　会員になったら「役」が回ってきて大変なのではないか？　
自治会は基本的には「共助」の組織ですから、会員の皆さんには出来る範囲での協力をお願いしています。　組長を引き受けて頂くことが困難な場合などは、各丁自治会でそれぞれに負担軽減の方策をとりながら進めています。また、高齢化の進展などを考慮して、日吉台では役負担軽減の為の活動の見直しの他、次のような対応がなされています。
1. 防災、防犯等については、自治会とは別の自主的な組織で活動していただいています。
2. 夏まつり、運動会などは実行委員の方を募り、その方に中心となって運営していただいています。
3. 中長期的な課題について話し合い、問題解決を図る「まちづくり協議会」を立ち上げて、有志の方に活動していただいています。
各ご家庭でお持ちのそれぞれのご事情については、各自治会にご相談いただきたいと思います。
　新たな人のつながりが出来ます　
近年、災害時の共助の大切さが示される事例が多く発生しています。　「あそこの家にはお年寄りがいる筈、確認に行こう」･･･日頃のおつきあいがものを言う瞬間です。　例えば組長さんを引き受けて頂いた場合、月１回の定例会や回覧・配布物、その他行事等でかなりの時間を割いていただくことになりますが、そのことで新たに出来る人のつながりは、災害の時以外にも非常に大切なものだと私たちは考えています。
また、自治会では人のつながりを広げるために、夏祭りや運動会といったイベントも実施しています。　夏祭りは例年1000人以上の来場者がある大規模なものですし、運動会も500名以上の参加があります。　ぜひ皆さんもご家族で参加し、楽しんで頂きたいと思います。
　自治会に入るには　
皆さんのお住まいの区画の組長さんが皆さんのお宅を訪問されます。　その際に細かい手続きについてはご確認下さい。会費は自治会によって異なりますが、月400円～500円の範囲です。　一緒に住みよい日吉台をつくりましょう。
自治会入会のご案内








